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東北 宮城

事故ゼロを目指して！
大型車の車輪脱落事故防止キャンペーンの実施

～宮城の大型車の車輪脱落事故を防げ！！～

大型車※のホイール・ナット緩み等による車輪脱落事故が
増加している状況を踏まえ、東北地域では令和３年９月から
「大型車の車輪脱落事故防止キャンペーン」を実施します。

※大型車とは、車両総重量８トン以上のトラック又は乗車定員30人以上のバス

大型車ユーザーの皆様へ

１．宮城運輸支局管内の車輪脱落事故の発生状況（令和２年度速報値）

・事故発生件数は６件（過去最
多となった前年度比５件減）
・冬期（11月～2月）に多発
・特にタイヤ交換作業が集中す
る11月の交換車両に多発
・車輪脱着作業後１ヶ月以内に
多発
・車輪脱落は全て左後輪

・全てがトラックによる事故

令和３年９月

２．東北地域における車輪脱落事故の傾向と対策の方向性

50～100km走行後に規定トルクで増し締めを確実に実施することは、当然
ですが、東北地域では車齢６～９年の車両で多発している傾向から、
【対策の方向性】
・ネジ部・ハブ面の錆・汚れ等の清掃作業を確実に実施
・劣化・摩耗が進んだホイール・ボルト及びホイール・ナット等は早めに交換
（錆や汚れを落とし、ネジ部にエンジンオイルなどを薄く塗布してナットを手で回した時、スムーズに
回転しない場合は、ネジ部に異常があります。）

特別ページ
ＱＲコード

〈問い合わせ先〉
国土交通省東北運輸局宮城運輸支局

検査・整備・保安部門
TEL：０２２－２３５－２５１７（ダイヤルイン「２」）

・東北運輸局ホームページに車輪脱落事故防止に関する特別
ページを開設 ※今後の詳しい取り組み内容と状況は同特別ページをご覧ください。

令和２年度 東北 43件 宮城 6件

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

※令和元年度 東北 48件（過去最多） 宮城 11件（過去最多）



《令和３年３月「自動車の点検及び整備に関する手引き」改正》
ホイールナットマーカー等を活用した新たな点検方法や車齢４年以上の
車両に車輪脱落事故が多く発生していることを踏まえ、ホイール・ボルト
及びホイール・ナットの交換目安等が規定されました。


